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1０豊前地域における米・麦の品質向上技術の確立
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Ⅲ主要成果の概要

１麦後コシヒカ
麦稗投入による

響を与えるため

２麦後作に．シ

望ましいが、や
した方が安全で

３１０ａ当たり前り前期窒素施肥量（基肥十移植後７日目追肥）
投入の場合、３＋０ｋｇで450kg程度の収量が確保できる。また０(1)麦稗無

十３ｋｇは収
ある。
は収量がやや低下するが、倒伏は軽減され、安全性の高い施肥法で

、る

(2)麦稗投入の場合、増肥すると倒伏が問題となるのでぃなるべく３＋０
kg程度の施肥量にとどめ、麦稗の還元障害回避のため早期からの間断か

◎ん水を行う。なお、追肥はさける



－３５－

Ⅳ主要成果の具体的データ
●

Ｎ

１

第１表前期窒素施用量と水稲の生育 (No.ｌに対する対比差）

第２表前期窒素施用量と水稲の収量、品質（No.１に対する対比差）
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１良質米生産技術指針に記載
麦後水稲にはコシヒカリより
２４年度福岡県水稲施肥基準
上の留意点に記載する。

Ⅵ今後の研究上の問題点
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